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最近に於ける青森りんごの生産費について

須藤友　四　郎

1問題の提起
　全羅果幽面積の中に占めるりんご面積は，昭

和27年度に於いて約36％，収量地も殆ど其れに

近い34％を示す。この申青森りんごの地位は，窄

全国りんご面積の凡そ60％，収量地で75％を示

している。商品として県外に移出する量は，全

生恥壁の80％で，第2位を占める長野県の8倍

強に達する。斯くの如く，りんご市場に於いて

支魏約な地位を占めている青森りんごが，如何

なる生産を持ち，且如何なる形で，其の価値を

実現しているかを朋かにしようとするのがこの

研究の脂的である。この研究の為に使用した資

料は，主として農隙省青森統計調蓋蓼務所の出

　　　　　　土工表

した調査成績で，昭和24年より昭和28年までの

5ケ年分を時系列的に分析したものである。

　先ず本問題考祭の順序として，最切に青森り

んごの生工費の特徴を指摘し，次に最1丘に於け

る青森りんごの生巨費の内容特に主要費霞に就

いて分滅することとする。

　次に以上の考察と関連せしめ，青森りんごの

価二二何にして実現きれているかを見究めつ

つ結論として，今後の問題を指嫡することにす

る。

主要生礎地のりんご生慶費の内容（反当）

　　H　青森りんご生産費の特徴

　第1表は最近に於ける刃Z年11i三揃を示したりん

ご生産県に於ける生産費の内容を示すものであ
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る。此処では特に脊森りんごの其惣主要溢地に

於けるりんご生二野と相違する特徴を考察して

見ることにする。

　この表で明らかな如く，総生塵費に於いては

各県とも大きな偏差が見られない。北海道の

29，267円を最低とし，青森の29，8ア0円を最高と

する。全国平均纏との偏差は，236円乃至367円

を示しているのであって，主要生産県に於ける

総生産萱は，殆んど相違ないことが閣らかであ

る。然し生産費を構成する各費目について考察

するならば，其処には著しい相違の存在するこ

とが解る。

　先ず最靭に，りんご生産費の三大費目と言わ

れる肥料費，防除費，労鋤費について見るなら

ば．全嗣平均値では75％となっており，北海道

71．7％長野70．2％と何れも平均纏を下廻るに

対し，青森は77．4％で，はるかに高くなってい

る。更に其の内容の著しい特徴は，肥料費並び

に防除費であって，肥料費は，北海道の垂，畏

野の昔となっているに対し，防除費は，北海道

に比して60％，長野に対して50彪高を示してい

る。他の費羅については，多少の梧違が認めら

れるが，著しい特徴として指摘することは出来

ない。かくて胃縁りんごの生産費に於ける特徴

は，肥料費の著しく少いこと，防除費の著しく

多いこと，並びにより労働集約的な点にあるポ

のと考えられる。次に生産に於ける特徴を，反

当弾機を指標として考察すると，霧森に於ける

所の反当収量は飽の如何なる地域よりも高く，

全h国平均の20％を上廻り，北海道の70％，長野

のU％を夫々上廻る所の反収を承している。

　先に述べた総生産費に於いて，梢々同一であ

るという事実と，この分示した反当収量の差異

から，商品生産としての青森りんごの盤格を明．

かならしめることが出来ると患う。

　然して筆者は，膏森，長野，北海道，各主要

生産地に於けるりんご生産の状態を一応地代論

的な魁握を還じて考察証毒することが禺来るの

ではないかと思う。

盈　最近に焚ける青森りんご

　　の生産費の内容

　　一特に主要費目について一

　最近数ケ年に於ける膏森りんごの生産費の内

容を第2表以下に於いて考察することにするQ

先ず調査農家の概要と其の性格は第2表其の1

に示された如くである。

　概況に就いて兇ると，選定農家戸数各年度30

戸は昭和24年～26年iについては，昭和22隼8月

1霞臨時農業センサス結果表及びその他の資料

　　　　　　箪2表　青森りんご生1塑費内容
其の1．概況（1戸当），労働時聞（反当），調査作物粗収入（反当）
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に基き調査し，主要生産地譜を代表する調査町

魯を選定したものであり，27年度以降は、1950年

二八農業センサス結果表に基き，昭和24年に選

定した調査町村を選定替したものである。

　随って家族員数，農業従事者に於いては殆ど

蒙動は認められぬが，経嵩耕地，就中其れと関

連して調査1白物作付面積に於いて多少の変動が

見られるというのは，かかる選定農家決定の相

違によるものと考えられる。

　斯様にして選定きれた農家の調酬乍物1乍付面

積は，青森県平均5反を上廻るものとなってお

り，之は1町歩以下の経営規捗｛94弩をもつ青森

りんご生産農家の梵語を如実に示す最も妥当な

実際的価値をもつ選定結果であると思う。よっ

て後述するこの中での生産費分析も適当と考え

る。

　労働時間に就いては詳しくは後述するが，26

年の不1乍を除いては，暴走農家の変更と病虫害

発生程度の差を示すものである。

　以hの条件は調蓋昨物類収入の結果として表

れることとなる。

　総生産費に方ミける昭和24年～28．年：．に方ミける

傾向は第2表，其の2，其の3に示した如くで
ある。

第2褒　其の甑実数及び酉分比
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　上掲表に明なごとく24年を100とする総生藍

費の指数は25年85．2，26年56．8，27年64．2，28

年59．6，となって逓減の方向を示していること

が知られ，る。

　次にこれら費目の内容構成について検討しよ

うとするものであるが，先に述べた主要問題で

ある所謂りんご生産費三大費目，肥料費，防除

費，野鐡費に就いて主として考察し，之に特徴

的二院である農具費，地代について少しく考察

することとする。

　最初に肥料費について見るに，24年1に対比し

25年の占むる比率は，急激に低下し，26年再び

上昇し，27年は25年以上に低下し，以後同様の

比率を示している。然し其の二塁額は一貫して

著しき逓減を示している。即ち24年IOOに対し

て，25年60．8，26箪52．2，27年42．0，28箏39．1，

と24年1に対比し，40落未満という署しい逓滅を

示していることが解る。

　この原鰹は・24箏の場合経済約不安定価絡に

よるものであって，25年以後は其の面では，一

応安定した価格状態によるものであり，よって

腱料費の一般的逓減傾向は髄格による影響の大

なることが考えられる。

　このことは第3表Aによって知ることが出来

ると思う。それと共に実際に24筆頃までは，り

んご樹の圏後に多量の施肥が行われていたこと

も兇逃すことは禺来ない。

更に此処で注意すべきは，26年の100分比に

於ける一時的上昇傾向は，この年の露鋒三1こ対す

る相当度の肥覇投資の結果によるものである。

　総じて青森りんご生産費中の肥料費にかミける

一般的逓滅鑛海は，豊沃なる自然的条件に依存

し，24箪以降生漉には左程の大きな彩響を持た
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ぬように考えられる。このことは同時に将来に

残された大いなる聞題ともなるわけである。

　次に防除費についてみるに，25毎，27幻三に於

ける多少の増大を除いては，生産費に於ける比

率は梢々同じ比率を承している。

　然し絶対額に於ける傾向は，25年，2フ年に於

ける一時的傾向を除いては，逓減の傾向を認め

ることが出来る。全般的に，防除費の場舎は，

第3衷Bによって知られる如く，価格による影

響と，更に病虫害発生との関係によるものであ

るということである。

　具休的には，24年に対比し，25年は価格の影

響と，病虫害発生による薬剤費の増大による結

果であり，26年の極端に低いのは，不作による

薬剤費の減少によるものであり，26年から27隼

にかけての増大は，増収に伴う薬斉縦用園数の

増大によるものである。28筆は価格の影響によ

る薬剤門下滅によるものと考えられる。

　総じて防除費の場含は価格と病虫害発生との

園係による影響であることが知られると思う。

次に労鋤費について考察するならば，生産費に

於ける比率は，24年の32，2％から25年，26年と

逓減し，27母3：り噺次増大し，28年度には，42

．7％と過ま5ケ妬腿に，10％以上の増大を示し

ている。その絶対額は24無に比し，何れも鑑く

なっているが，前二者の逓減傾向よりは，璽に

緩やかなものである。

　よって労働費の珊珊は，第3表：Dによって，

知られる如く，絶対額の逓減傾向は，労働賃金

の影響と，薗者（防除費）の場合の病虫害発生

状況，更に収蓬との関係が影響するものと考え

られる。

　総じて防除費と労働費の絶対額の傾向は，り

んごの反当収入と密接の関係があるものの如く

その相関は計測することは揖来なかったが，第

2表其の1の竹野の反適収量と関連せしめて，

検討していただくならば，そのような認識が一

応成り立つものと考えられるのである。

　次に三大費臼以外のものについて考察する

と，其の最も著しき特徴を晃い目すものは，農貝

費と地代で南り，前者は其の比率絶対額におい

て25年，26年の両無において著しきものである

が，之は第3装Cによって，価格の影響は無論

56

晃られるが，25年26年は農具の相当度の購入に

よるものであり，其れ以後は，農具の購入，修

理のなかったことによるものである。後者の地

代は25年に於ける測定方法が24年以前に対比し

て変化したためで，其の後｝ま殆ど大きな変動を

示していない。

　第3衷　祷森県に於ける農村物価賃金調

　　整薮による農家購買品（農業用品）の購

　　入価格巻数

　　　　　　　24圭葬　　25年　　26年　　27年　　28年：

　A．碧瞥　饗1！00．0　45．2　49．3　54。5　50．0

　玉3。薬　 斉彗　！00．0　79．6　100。6122．6120，…

　C．農機鋳ミ．1CO．0　69．5103．612L2123．9

　　青森県に於ける農村物議賃金調査による

　　　　農村賃金及び料金価格指数

　工），　労働賃話≧　圭00．093．082．7　88．690。1

　総じて5ケ年間に於ける生産費の構誠を見る

と，絶対額に於いては，先に述べた如く，著し

い逓滅結果を示しているが，其の内容について

検討するならば，労働費の占めるウ止一トが大

きくなっている。

　然し其れは同蒋に労働の絶対量に於ける増騰

を意味しているものではない。このことは，第

2表其の1に示した反当労働晦間に示した点で

明らかであろうと思うのである。

IV　分択結果
　以一ヒのように謄察した結果は第4蓑其の1に

示す如くである。

　　　　　　第4表　其の1．

　　青森りんごの反当生産費，単位当生産

　　費，反当収最の推移

｛・・蛸壷i26塑年．28醸

A懸陣
lB藤費の推1100・0

・墓細脚

85．2
56，8！64．259．6

70。7　　91，5　　46．5　　45．6

122・2p54・81140・8130・7

　之に就いて下るならば，反当生産費の推移は

既に述べた所であり，反当収量の推移は第4嚢

Cにあり，これによって規制きれた単位当生薩

費が決定きれることは書うまでもない。費屠投

下の結果は第4嚢Cにました指数となり，其の



絶対量は第2表其の1に示された所である。

　かようにして単位当りの生産費を算幽し，そ

の指数を示すならば第4表Bの如くである。こ

の表で明らかな如く，反当収量の増大と生産費

の逓滅によって，昭和26年の寓しい減収を除い

ては，累年低下した生産費によって生産し，累

葎増大した反当収益に規制せられて，単位膜産

量費は，逓減していることが明らかとなるので

ある。

　この傾向を更に各主要産地について考察する

に第4表其の2を参考として見ると明らかであ

る。

　　　　　　鑓4表　其の2

　　（参考）主要産地りんごの反当生産費
　　　　　　　　　　　　　　　サ
　　　　　単位当生産費反当収量の推移

｝姻陰道i論陣

・・ 頼ｪ生産費

C！反当収量の推
　　移

A儲搬の1100・／98・81100・ぎ100・6

　　　　　　　　　　i

　　　　　i　l
lOO・0140・o堰@84・6i　g3・7

蓋00．0．　70．51H9．α　10ア．O
　　　　　l　　　l

　註　知和27年櫓下1箏況を示したものである。

　之について考察するならば，青森票に於ける

りんごの位置は，第4表其の2から青森りんご

の商晶的性洛の一端を飼うことが出果ると思う

のである。但しこの点は飽くまでも参考指標と

して掲げた：ものであることを軍職きれたい。

　次に菅親りんごの価縫実現の状態をみると，

鑓δ表が示す如くである。

　　　第5衷管森りんご価格及び指数

i・剣25隼睡i・・年i28・β

駕指釧1鵬：／lll：li：1：／畿

参考　27年産主要生産地，りんご蔽格及び指数

1心懸北海劃青森　長野

繍畷潟ll：1 56．8

10L4

　即ち24奪を100とする優格指数は25年59．2と

なっており，著しく低落し，26年未増有め品不

足から，漸く元に復し，即ち1生4、0という，指

数を示すに対し・27年の豊1職ま，2解Fにも増し

て価格低落を結果したのである。28iF瀬次上界

して80．6となっている。

　然して此等は先に述べた単位当生産費の推移

と関連せしめて考察するならば，25箏を除いて

は，価格以上に実現きれているということが認

められると思う。

　然してその結果は第6表に，純収益及び1日

当労働報酬の上に実現していることが明らかと

なる。

　第6表　青森りんご反当収益及び1臼当

　　　家族労働報酬

124年125年26隼i・副・昧

純収益
家族労働
報酬
同上1鷺当
（8疇閲）

　　　ミ　　　　ミ　　　　　
’・6 ﾄ4i

21・622奄W・052113β9「15・627

4321204；5151355、

93u8・69616・79gi35・6‘4

　　　　　　　44，581

　　　　　　　　1，037

（参考　27舞三重主要生産地度当！反古及び1

日当家族労働報酬）

．国璽．ヨ露中坐1麟

純　収　益i

家族労働報郷

同上1日当
（8時1螢）

3，46、L・，・3・！・，18316，595

犠1・撫階
　ここでも第δ蓑，第6裟主要生産地の丘｝に関

しては，飽くまでも参考として掲げたものであ

ることを附謁しておく。

　　V結　　論
　以上論述した点を結論的比述べるならば，最

近に於ける7∫森りんご5ケ年闘の中で価格問題

を勘案して，青森に於けるりんご門門が底立し

得た年がわずかに昭和2部得の1ケ年に遇ぎず・

他舞三は色々問覆を将来に残している結果である

と考えられる。

　之は引値実現の結果として，純収益反当露万

円以上でない困り，．りんご経営は早立し得ない

という実際約計算の上からである。

　其処で今後の津川点を考究していくならば，

先ず第一に肥料費の問題であるが・肥料投資φ

増大は飽くまでも農業経営合理佑の基本線に沿

うて考慮されなければならないということであ

り，単に鰹の主要産地に比較し最適な土趣条件
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にのみ俵存することは最早今後において許きる

べきでなく，将来におけるりんご経営発展の為

に，より技術的に研究されなければならない。

即ちりんごのような永年1乍物に回する当然の帰

結として，適正施把量の決定が行われ，之が実

環の途が考慮きれるべきであるということであ

る。

　防除費については，少くも共同1乍業的な方法

が当然採択きれなければならぬし，このことは

同様に労簡費と闘毒せしめて考えられるべきで

ある。

　青森の場含は余りにもりんご経営者自体，假

燐装術の優越感が浸透しており，之が少くもり

んご経営の進歩発達を防害しているのである。

よって最攣病虫害の共岡防除や，個溺技術から

の解放が驚慮されなければならね現伏に塵面し

ていると認識しなければならぬと思うのであ

る。漸密な点は農具費とも関連せしめて考えら

れ，角鋼経営では，機蛾の導入もあり得ないし

ヌ導入きれた乏しても，上述のことが改善きれ

ない限り価値実現が最少に珪まることが明らか・

であるσ

．総じて今後の諜題は今日までの絞術を如何に

再：編試し，実現すべきかという聞題ではなかろ

うカ〉と歪窪者は考える。

　以上の点が考恥きれる事こそ次の流通過程の

合理化の前提にもなるわけである。

　現在までのような形態では流通懸構の面にお

いて，生産者利用に最も儀纏の高い協同纏念え

の出蒋販売は僅かに！O％前後，約80％｝ま，りん

ご移出商人の手にi委ねられていることを警える

ならば，青襟りんごにおけるその非近代性が鍔

われるし，よって廊；；飯売機構の根本的再編成

が当然考慮されなけれなならぬ。即ち生礎者の

協同組合の組織化が基本的要求となって，それ

が実現されない隈り青森りんごの発展は期せず

して望むべくもない。

　更に今後に残されたる問題として，永年作物

たるりんぽ栽培において生産過剰が一消費地の

購買力の増大が這わないための晶原膿として趨

ったりんこご産業の不振の結果は，專ら他えの転

換能力の弱い青森県りんご経済が背負わなけれ

ばならない。この点を勘案するとき，青森りん

ごの最大の生産は当然の帰結にせよ，如何にし

て之が需要に応じせしめられるか，この二丁絡

消費との関速において，精密に検討きれなけれ

ばならぬ問題ではなかろうかと思う。

　　　　　　　　（青森県農業綜合研究所）
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